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4575

前部に下レールを取り付けます。
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（1） 

（2） 

（外側から見た図）

（3）　

※扉がスムーズに動かない場合は、レール上金具を
　調節してください。
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ビニール全体を均一な力で引っぱりながら、各パイプの間の
横通し用パイプにパッカーで取り付けます。

横通し用パイプに、斜めに差し込みます

前（仮止め） 後

約15cm残し
切り取ります

完成予定図

作業する前に、周辺を整理してビニールが傷つかない様に
注意してください。

ビニールを引っ張る際は、傷つきやすいので
引きずらない様にしてください。

○○は１回で取り付ける様に止めてください。
（何回もやり直すとビニールが破れます。）

30cm位
出します。

20cm位垂らします。

Ｇケース     　      パッカー22用　　40本Ｆケース     　      　　側ビニール

1 2

前は全てをはめずに、
片方だけ差し込み、
仮止めにします。

（片側4箇所）

52 53

Ｇケース     　      パッカー25用　　  8本

5710 5710

文字が正しく読める方が表です。

ここの重なり部分を
左右同じにします。

作業する前に、周辺を整理してビニールが
傷つかない様に注意してください。

ビニールを引っ張る際は、傷つきやすいので
引きずらない様にしてください。

風の強いときは、思わぬ力で引っぱられます
ので作業しないでください。

前

前上

後

後
文字を中心に持ってきます。

（1）  前後左右のかさなり部分を確認しながら、
　　 後の点線部分を天ビニールと側ビニールを
　　 一緒に　でとめてください。
　　

（2）  前の方に天ビニールをピーンと張りながら、
　　 同様に、前上を止めてください。〔（図１）と上図〕
（3）  前の方の扉横上のビニバーに、天、側ビニールを
　　 スプリングで止めてください。
（4）  その他の扉横ビニバーをスプリングで側ビニール
　　 を止めてください。
（5）  前の扉部は、15cm位残して切り取りパッカーで
　　 とめてください。
  

（6）  後の残り部分のビニバーをスプリングで側ビニール
　　 をとめてください。

（1）

（2）
（4）

（5）

（6）

（3）

パッカー
25用

外側から見た図

1 23

※３本使いますが、両サイドを先に止め真中は
３山くらい重なるように止めてカットしてください。

図1

※前後の天ビニール下端部は、特にそのままでも構いませんが、
切り取られる際はケガ・切りすぎ等に注意してください。
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完成予定図 ラセン杭 番線 ターンバックル5556 3

折り返し等を長めに取ると、もう片方の長さが
足らなくなりますので注意してください。

（1）  ラセン杭を、上図の位置にねじり込んでください。　（解説 -１　20ページ）

（2）  端のラセン杭に、③番線を引っかけてしっかり止めてください。

（3）  番線を中側のラセン杭に通してください。

前

後

先ず片方の説明をしますので（1）～（6）まで終わりましたら同じ要領で反対側も作業してください。

約25cm

番線

約25cm

9等分
約5cm

解説-1
20ページ

番線をピーンと張って止めます。

番線がピーンと張る位に。

（5）　ターンバックルに③番線を引っかけてしっかり止めてください。

（6）　弛めておいたターンバックルのネジ部を締めてください。

取り付ける際に、最大に
近い所まで広げてください。

広げておく

（4）　ターンバックルを、片端のラセン杭に引っかけてください。

 ビニールを押えます。

各パイプの間にバンドを張ります。

※　バンドは定期的に締め直してください。 カラー番線に直接結びます。

○ビニールを燃やすと、有毒なガスが発生しますので絶対に燃やさないでください。
○側ビニールを巻上げたままにしておくと、下ろす際にくっついて破れる事がありますので注意してください。
○替ビニールの販売もしています。

○パイプは、特殊亜鉛メッキ加工を施してありますが、長年ご利用されていると切り口等から錆びが発生し
　ます（設置条件で年数は変わります）ので、そのまま使用されると接触したビニールが破れますので、錆び
　付いたパイプ（部品含みます）は、交換してください。

○長年ご利用されていると老朽等により劣化します（設置条件で年数は変わります）。そのまま使用されると
　接触したビニールが破れますので、劣化したバンドは交換してください。

■商品を末永くご愛用していただく為にも下記事項をお読みください。
■規格等が分かるように、全ての用紙を保管してください。

●ビニールについて

●パイプについて

●バンドついて
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両端の杭は中側へ向かって斜めにねじり込みます
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